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天文講座一一
i攣光星の眼覗槻測に就て（1［［）
理學士小山秋雄
摩粥ンドの光離
　これはあまり紹介されてみない方法であるが，無意識的に今迄に用ゐられ
て來た方もあるだらう・小生も二三はこの方法に意無してはよらなかったが，
整理はこの方法によって來た．甚だよv・，最も推奨すべき方法（勿論普通の
ミラ星の如き私腎な目測の必要とされぬ揚合には不必要である）であると思
はれるから・少し詳細に言かう・
　アルゲランダ1の光階法が純粋な形で，帥ちa－v，v－bが油然互に無回忌に
目測されるのは渇く稀で，多くの槻話者は比例法を併用し，即ちa－v：v－bを
目測し，m，　nをより確實なものたらしめてみる．これは諸君の罷験を省られ
て首肯せられる所があるだらう．併しナイランドはかく光階法による目測を
比例法によってcontrollするだけでなく，比例法に光階法と同一と言ってよ
い程の車鮎を置いてみるので．ある．併しナイラtド自身，彼が1890年代より用
ゐ且褒展せしめて來たこの方法を飽くまで“die　mo〔茄z1erte　Argelandersche
Stufen　nethc’）de”と言ひ，本來のアルゲランダ1二階法に極く少し攣更を加へ
たものに過ぎないと極力主張しヲ解されぬ事をねがってみる．（A入242S29
（19・・31）〉併し層理の際1こ本來の光階法の整理法によらす，一部分比例法を用み
る程の二更の加へられたものであるから，光階比例折衷法と名付けても差支
へないと思はれる．
　さて彼が自分の方法と同一だと言って過言でないと喜んでみるP・ア1ネル
ト氏（AN　239　S　65（1930））の文によってそのカ’法を書かう．まつ愛光星vを
一比較星aと比較し，光階数mを定め，次V・でbと比較しnを定める．これ
で終れば光階法そのまSであるが，次にmとnとの比を改めて目測し，その
結果によって最初のm，nの数値に補正を加へ，最後のものとするのである．
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　｛列0　　　1．a3v，　2．v5b　　3．v－be・まa－vの二f当，・，
　ここでa2毒v5b叉はa3v6bの何れカ・になる．次にaとv：叉はvとb何れか
の光階を再び目測し，その一を選ぶ．
　かくてa湯v5bは比較星a，　b間が暢伊欝あり，攣光星vはnの間にあっ
てaよりの差はbよりの孚分といふ意味になる．
　即ちピケリング法の欠難1は比較星聞の光度差が解らぬ時には，攣光星の光
度を導く方法がなく，叉アルゲランダ］法では果してJl：光階は一光階の二倍
の光度になってみるものか不確な黒占（老8，b，㈹参照）をナイランド法は巧に
補ってみるのである．（第二表）アルグランダ1法の生れてより一世紀間に光
三法の進歩が僅かこれだけであると思へば，心細い事だが，これはこの間に
於ける光度計，晶晶，光電計等の高明，進歩の偉大さを示すむしろ喜ばしい
事と見倣すべきであらう．
　　　　　　　　　　　第　　　　二　　　　表
アルゲランダi法
ピケリング法
ナイランド法
atnvi　srnb
amb
amvnb
Jll及nの値だけわかる．
m＝nなる上ヒナごけわカ」る・
1n十n蝋燭n：nカ｛わカ〉る，
匪齪r比較星の光階の幟と蹴星の光点團
　a．ポグソン法，ピケリング法では勿論極く鼠輩に光度は算出されるが，
叉たとへ光階法であっても，観測数が少く各比較三間に挾んだ目測が二三宛
に止まる如き雲合には，bに述べる方法や，叉は輩に数個の目測より導いた
法言の値を用ゐ，
　　M・一番｛（M一締M・＋1・s）・｝勢藤津燦繊の糠
にて整埋される事．rk止め，比例法による目測と同じ方法で，即ち次式を用み
て直接光度を算出された方がよい，勿論光度は嵩等級で止めておく．
　　M剛・＋m（鴇響一蹴（N㌔・＋綱
　b・アルゲランダ1法叉はナイランド法による数多くの親測の揚合は先づ比
較星ぴ）弓田を作る．實際には第三表位の親測数では不充分である・少くとも
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一一　三十を要する，ab，　bc，　cd間の二階の数を各目測＿＿」，　　ドより李均して夫々4・7・3・5，4・3・を得る・・次に明るV・
星を起工0にとるのと・淡い星を0にとるのと．二通り
あるが，此虞では前者にする・
　即ちa・　＝Oとするとb＝4．7c＝：一t4．7十3．5＝＝812
　d＝＝8．2十4．3＝：一12．5
　かくてa－Ob－4．7c・＝・8．9・d－12．5なる比較皇の光
階ができたわけである・
c，次に攣光星の光冠を導く事である．こ．Nまでは爾
法共に同一であったが，これからは
　1．アルゲラン璽1法，a2▽，　v3bより　v’1．＝”一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　2．　ナイ　ランド法，　a2v3至：）よ　り，　n〕　：
　　　　　　　　　　・・一・＋3×1綜OL1・
自防・・レゲ・・列法では・・上即撃ゴ・）一
ナイラ・・灘撫課課」魍緊呈迦
51
第　三　衷
　　　（o＋2）＋（蔓〔二婁＿1．8
11の比がわかってみるから
　アルゲ’ランダ1法を用みた鼻腔，小さい光階激を用みた目測の方が，大き
い光階数を用みたものより確度大と考へられる．今Inとnなる光階敷の目
測の確度（weight）が’n：mである時v】のwelghted　meanは丁度v2にな
る．叉v・’とVEとを李均して求める方法もあるが，實際上下者はO．5丁丁と
差はない．だからアルゲランダ｝法による目測にて輩なる李均で氣持のわる
い時には，3及それ以下の光階敷には1，それ以上の光階数の目測には告の
weightを與へて不均する簡便法を探られたらよいであらう．
　併しなるべくナィランドの光焼網で目測する事を奨めるから，その時はVg
で攣光星の光臨を乍卸出さるればよV・．
§礎理二，二階胱度に講ず・司
　計算法は精密であるが，手聞の掛らぬ圖示法の方を説明しよう．大抵の目
測の精度ではこれで充分であると思はれ．る・中村要氏（天界第11巻193頁）の如
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　　　　　　第　　一　　圖
　　1
，餐認
g，1．11　x，e，il．
鷺レ＼癒」L滋⊥」
　　　　　　　　6　　8e拶”　　　　’　　 ，3　g一　s’　　　　　一一　歩階
度が夫々第四表の如く與へられてるたとする．
聞に大きな差のあるのは珍しい．縦軸に光度，横軸に二階をとり，
D黙を打つ．；次に此の四職の傍を通り滑な線を引くのであるが，その線A／B！
C／1．）！の引き：方は，AA！十BB／十CC／十DD！叉はAA／E十BB！2十CC！2十’D　1－y2
が最小になる様にするのである・但しAAi・BB／三等　　　第　　四　憎
く色によって自分の光階と，光
度（主としてハ1バ1ド光度）と
の聞に系統的差異の獲見された
時には圖を引くまへに豫め光階
又は光度に適當の補正を加へて
置く．
　a，光農の方に誤差のある普
　　通の場合．（第一圖）
　比較星b，c，　dの星表上の光
　實際はこんなに光階，光度の
　　　　　　　　　　A，　’B，　C，
は何れも縦軸1こ李行．此の滑な線は星数が四つ位の
揚合では多くの丁合直線でよV・が，もっと語数が多
い時には必要に鷹じて曲線にするeA／，B！等に封ず
る光度が挙挙によって修正された比較星の光度であ
る．吹に攣光星の光度を此の補正光度に基いて導か
・光階光劇難
b
c　［
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ねばならぬ・簡軍な岡三法によると，A〆B／C！D’線上に鍵光星の光階1．8に
封ずる鮎Pをとる．Pに封ずる光度3．96が直ちに求むる光度である．同様の
事を他の目測侮に就て行ひ攣光星の光度を導く．
　ヲぐ雰き9巻296頁，　些1ホ寸要著　天E，豊望遠鏡（7）イ乍りプノ　288頁滲1【昼．
　b，光階，光度何れにも誤差のある場合（第二隔D
　但し光度，光階の問に最も簡軍な帥ち直線的な關係にある揚合，而かも光
度光階が同一σ）確度を有すると考へた蝪合について述べる．
　aの揚含と同様，A，　B，　C，　D貼を打つのであるが，方眼紙の目盛を次の如
くとらねばならぬ．即ち一光階が略0．1等級の時には縦軸の0．1等級と横軸の
一光階とにi封ずる目盛とを同一例へば5粍にとり，一光階が略0．05等であれ
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ば，0．1等と二光階が同一の目盛を
有する如くとらねばならぬ．次に
四緑の傍を通る線は直線にし，そ
の直線の引き方は，A，　B，C，　D黙
より下した乖線AAノ，　BBノ等の和
：父は李方の和が最：少になる様に引
く．そして垂線の足A！，Bノ，Cノ，　Dノ
に相州する光度三光階が夫々求む
るk互に補正され合った比較星の
第　　二　　圖
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光度，光階である・（此のA！B／C／Dノは横軸縦軸に黒し略450の傾をなす筈
である）
　愛光星の光度を求めるには　此の補1Eされた比較星の光度を用ゐ，それをを6
’のVl叉はVgの光階a，bの代りに入れて，同じ様に算出するか，叉は圖を用
みて次の如する，勘1ちA，Bを結び，その直線上に攣光星の光階（1．8）にi封ず
る黙P！をとり，それよりA！B！に垂線P，Pクを下せ1ま，そのPクに封ずる光
度が求めるものである，
　第五表はaと同じ例についてbなる整理法を施した時の結果である．
　　　第　五　表　　　以上は光度光階が同一の確度を有す”ると考
・光階光度i難難へ暢合であるが・凱光階の輝光平綴
…ぞ…δ一一；覇．0．5－i蕊　　度の倍と考へらるN時には，三階の目盛をZII
　1，　4・74・08．4・2　4・14　倍1ことり，自llち一光階が0。1等級に略等しV・
　c　’　8．2　4一．54　8．；U）　4．50
♂】2．54．7912．44．81時tcは・α2等纏一光lg皆とを同じ目盛例へ
　　　　　　　　　　　　　　ぱ10粍にとればよv・．勿論この時にはA！B！
C！D！直線と横軸とのなす角は45。でなく，それより小である．此のbなる
揚合の整理方法は鯨程精密な砂漏の揚合でないと用みる必要もなく，その使
用例も少い．（つk’く）
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